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災害概況について 

 

Ⅰ 火災概況 

 平成２５年中の火災件数は、１３８件で前年に比べ２３件の増加となりました。 
 建物火災が８件減少、その他火災が２０件増加し、林野火災は６件、車両火災は２件の増加とな

りました。 
その他火災については、５９件のうち２月から６月に気象状況の変化（フェーン現象等）による

もの及び、雨量が少なく好天が続いたことで、この５ヶ月間で７割弱の４０件が発生しています。 
火災件数は前年に比べ２３件増加しましたが、焼損床面積は１，６８２㎡減少しています。これ

は、焼損棟数の減少と規模の大きな建物火災がなかったことによるものです。 
 建物火災１件当たりの損害額は前年に比べ約２割増加となっています。 
火災による死者は６人で、前年と同数でした。６人のうち５人が建物火災によるものでした。 
年齢別では、６５歳以上の高齢者の方が４人、２０歳代・５０歳代の方がそれぞれ１人となって

います。 
死に至った経過は、逃げ遅れ５人、その他不明１人となっています。 
負傷者は１８人で、前年より４人の減少となりました。負傷者のうち１１人が６５歳以上の高齢

者の方で、８人が消火の際の火傷で負傷しています。 
住宅用火災警報器の設置義務化後、住宅火災、警報器が作動し早期に火災に気づいた事例が年々

増加しています。 
平成２５年中は、火災発生時に警報器が作動した事例が７件あり、建物を全焼した火災は１件と

なっています。 
今後とも住民の皆様に対する日頃からの出火防止の啓発、万一火災が発生した場合に延焼拡大を

防ぐための防炎製品の普及、初期消火の為の住宅用消火器の紹介、並びに住宅用火災警報器が未設

置である住宅に対する設置推進及び設置後の維持管理について広報活動をしていくことが重要と考

えます。 
 

Ⅱ 救急概況 

  救急出動件数は、１０，０１８件(６７件の増・＋０．６％)で、救急搬送人数は９，３４０人

(1人の減)で、過去最多となっています。 

事故種別ごとの出動件数は、急病が６，１４７件(６１．３％)と半数以上を占め､次いで一般負

傷１，３５４件（１３．５％）、転院搬送１，２２４件(１２．２％)、交通事故８３７件(８．３％)

の順となっています。 

  年齢別の搬送人数は、６５歳以上の高齢者の方が５，６２２人(６０．２％)と全搬送人数に占

め、今後も少子高齢化の進展に伴い更に割合が増加することが予測されます。 

  心肺停止傷病者に対して、家族等による応急手当の割合が５３％となっています。救急現場で

は早期の応急手当が救命のチャンスを拡大しますので、住民の方へ心肺蘇生法の普及やＡＥＤの

設置が不可欠です。 
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Ⅲ 救助概要 

  救助出動件数は、１５３件(１６件の減・－８．９％)、救助活動件数は９１件(２７件の減・－

２２．９％)となっています。また、救助人員は６５人(３１人の減・－３２．３％)です。 

  事故種別ごとの救助出動件数は、交通事故が６８件（４４．４％)と最も多く、次いでその他の

事故が４１件（２６．８％)、火災が２５件(１６．３％)、水難事故が９件(５．９％)、建物等に

よる事故が７件(４．６％)、機械による事故が３件(２．０％)となっています。 

救助人員では交通事故が最も多く３５人(５３．８％)、次いでその他の事故２３人（３５．４％）、

建物等による事故が４人(６．２％)の順となっています。 

  年々、風水害等の規模が大きくなり、甚大な被害が各地で発生しています。被害を最小限にす

るためには、県内外の消防機関、医療機関、防災機関、国、県及び市町村などとの日頃からの迅

速な連携活動が必要不可欠です。 

 

Ⅳ １１９番着信状況 

１１９番の総着信件数は、１３，８６２件で昨年総件数より５０４件（３．６％）多くな

っています。事故種別ごとに着信件数を見ますと、火災通報２１７件（１８件８．２％増）、

救急通報９，７０８件、（１４４件１．４％増）救助通報７２件（２件２．７％減）、警戒通

報１２９件（４０件３１％増）、問合せ１，１２４件、間違い８１７件、悪戯１２６件、訓練

等１，６６９件でした。総着信件数のうち、火災、救急、救助などの災害通報は１０，１２

６件で１１９番着信の７３％を占めています。 

電話種別ごとに着信件数は、固定電話５，９９９件で４３１件（７．１％）減、IP電話３，

２５２件で３２８件（１０％）増、携帯電話による通報は４，６１１件で６０７件（１３．

１％）もの増でした。固定電話からの通報の減少、IP 電話、携帯電話からの通報の増加は近

年継続して見られる傾向です。 

火災、救助、警戒といった屋外で発生または発見される災害では携帯電話による通報比率

がそれぞれ６０％以上と高くなり、自宅や屋内などで発生することが多い救急通報は、IP 電

話を含む固定電話による通報比率が７０％と高くなる現象が見られます。 

携帯電話の普及により、携帯電話での１１９番通報が増加し災害発生場所の確定に時間を

要する場合が多々ありますが、位置情報通知システムの導入により GPS 機能を備えた携帯電

話からの１１９番通報は、正確な位置情報の把握が可能となりました。今後は、このシステ

ムを活用した迅速な災害場所の確定、出場指令が行えるものと考えています。 
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Ⅰ 火災概況 

(平成２５年１月～１２月) 

１ 火災の現況と最近の動向 

この１０年間の出火件数をみると、年間平均出火件数は１０９．５件で、 

西部広域消防発足以来最も少ない７６件を記録した平成２２年と近年で一番

多い平成２５年の１３８件を除き、おおむね平均値に近い件数となっていま

す。 

平成２５年中の火災件数は１３８件と前年に比べ２３件（２０％）の増加 

となっています。 

また、火災による死者数は過去１０年間の平均は５．７人で、平成１７年 

に１０人の最多を記録した後、平成２１年には２人まで減少しましたが、平

成２５年は前年と同じ６人の死者が発生しています（別図Ⅰ－１、別表Ⅰ－

１参照）。 

 

別図Ⅰ－１ 火災件数の推移と傾向図 
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別表Ⅰ－１ 火災統括表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区　　分 単　位 平成１６年 平成２４年 平成２５年 増　　減  増　減　率

出 火 件 数 件 105 115 138 23 20.0

建 物  火 災 69 65 57 -8 △ 12.3

林 野  火 災 6 4 10 6 150.0

車 両  火 災 14 7 9 2 28.6

船 舶  火 災 0 0 3 3 －

その他 火 災 16 39 59 20 51.3

焼 損 棟 数 棟 103 97 88 -9 △ 9.3

全　    　焼 27 22 28 6 27.3

半　    　焼 12 3 3 0 0.0

部   分   焼 33 29 31 2 6.9

ぼ    　　や 31 43 26 -17 △ 39.5

建 物 焼 損 床 面 積 ㎡ 5,503 4,422 2,740 -1,682 △ 38.0

建 物 焼 損 表 面 積 ㎡ 269 143 250 107 74.8

林 野 焼 損 面 積 ａ 30 17 143 126 741.2

死 者 人 4 6 6 0 0.0

負 傷 者 人 18 22 18 -4 △ 18.2

り 災 世 帯 数 世帯 56 56 46 -10 △ 17.9

全　    　損 11 17 12 -5 △ 29.4

半　    　損 6 2 3 1 50.0

小　    　損 39 37 31 -6 △ 16.2

り 災 人 員 人 190 125 130 5 4.0

損 害 額 千円 254,660 97,851 108,544 10,693 10.9

建 物  火 災 249,412 95,686 102,500 6,814 7.1

林 野  火 災 5 295 446 151 51.2

車 両  火 災 5,243 1,753 4,315 2,562 146.1

船 舶  火 災 0 0 71 71 －

その他 火 災 0 117 1,212 1,095 935.9

爆　    　発 0 0 0 － －

出 火 率 件/万人 4.31 4.72 5.69 0.96 －

１　各年の数値は、1月～12月に発生した火災を集計したもの。

（備考）

２ 「建物火災」とは、建物またはその収容物が焼損した火災をいう。

３ 「林野火災」とは、森林、原野又は牧野が焼損した火災をいう。

４ 「車両火災」とは、自動車車両、鉄道車両及び被けん引車又はこれの積載物が焼損した火災をいう。

５ 「船舶火災」とは、船舶又はその積載物が焼損した火災をいう。

６ 「その他火災」とは、建物火災、林野火災、車両火災及び船舶火災以外の火災（空地、田畑、道路、河川

　　敷、ごみ集積場、屋外物品集積所、軌道敷、電柱類の火災）をいう。

７　死者には、火災により負傷した後、48時間以内に死亡した者を含む。

８　出火率とは、人口1万人当たりの出火件数をいう。

９　△は負数を表す。
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２ 出火状況 

                                         

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）建物火災は火災全体の４１％

  総出火件数１３８件について、

その構成比率をみると、その他火

災が全体の４３％で最も高い比率

を占め、その次に建物火災が４１

％となっています。 

（別図Ⅰ－２参照）     

 

（２）建物火災１件当たりの損害は

増加、焼損面積は減少 

  建物火災の１件当たりの損害額

は前年比の２２．２％増加し、焼

損面積は３８％の減少となってい

ます。 

（別表Ⅰ－１参照） 

別図Ⅰ－２ 火災種別ごとの件数と構成比率

（３）その他火災は２月から６月の間に多く発生 

  月別の火災種別ごとの出火件数をみると、その他火災については５９件の

うち２月から６月の５ヶ月間で４０件（６７．８％）発生しています。出火

箇所は田畑、空地、敷地内で３９件（６６．１％）を占めています。 

建物火災は２月・３月の８件（１４％）が最多で、８月の２件が最小とな

っています。（別図Ⅰ－３参照）

 

別図Ⅰ－３ 月別の火災種別ごと出火件数 
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 （４）市町村別火災状況 

   火災件数を市町村別でみると、米子市が最も多く５５件（４０％）、次い

で境港市２３件（１７％）、大山町の２０件（１４％）となっています。最

も少なかったのは日吉津村の０件です。（別図Ⅰ－４参照） 

（市町村別火災概況一覧表は別表Ⅰ－３、Ⅰ－４については文末に添付） 

 

3 別図Ⅰ－４ 市町村別火災件数と構成比 

 
３ 火災による死傷者の状況 

 （１）死者の状況 

火災による死者数は６人で、前年と同じで、火災種別では建物火災による

死者が５人（８３．３％）となり、１人は車両火災によるものです。 

   死に至った経過は、逃げ遅れ５人（８３．３％）、次いでその他不明１人

（１６．７％）となっています。 

 （２）負傷者の状況 

   負傷者は１８人で前年に比べ４人（１８．２％）減少しました。 

  負傷者のうち１人（６６．７％）が建物火災で発生し、その他火災で５人

発生しています。（別表Ⅰ-2 参照） 

 

別表Ⅰ－２火災種別死傷者発生状況 

 

 

 

 

小計 住宅 併用住宅 共同住宅 飲食店 その他

6 5 4 1 1
0 0
2 2 1 1
4 3 3 1

18 12 9 1 2 1 5

車両
火災

林野
火災

その他
火災

合計
建物火災

負傷者

死者
死者（0～5歳）

死者（6～64歳）

死者（65歳～）
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４ 出火原因 

  出火件数１３８件の出火原因を見ると、火入れが３５件（２５．４％）、次

いでたき火１３件（９．４％）、たばこ及び放火又は放火の疑いの合計数が９

件（６．５％）、となっています。 

  建物火災の主な原因をみると、放火又は放火の疑い、たばこ、こんろ、風

呂かまどなどで、火気の取り扱いの不注意や不始末から発生しています。（別

図Ⅰ－５参照） 
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Ⅱ 救急概況 
（平成２５年１月～１２月） 

 

 １ 救急出動件数、救急搬送状況 
    平成２５年中の救急出動件数は、前年に比べて６７件増の１０,０１８件、

搬送人員は１人減の９，３４０人で、過去最多の救急件数となりました。 

                （別図Ⅱ－１、Ⅱ―２、Ⅱ―３参照） 
 ２ 市町村別救急活動状況 
    米子市、南部町、日南町は減少し、他市町村では増加となりました。特に

大山町の出場件数、搬送人員が大幅に増加となりました。 
（別図Ⅱ―４参照） 

 ３ 傷病程度別搬送状況 
   傷病程度別の搬送人員では、中等症が４，４９１人（４８．１％）で最も

多く、次いで軽症が３，４８７人（３７．３％）となっています。 
（別図Ⅱ―５参照） 

 ４ 年齢別搬送状況 
   年齢別の搬送人員では、６５歳以上の高齢者が５，６２２人（６０．２％）

と最も多くなっています。 
（別図Ⅱ―６参照） 

 ５ 署所別救急活動状況 
   署所別では、米子消防署の出動件数及び搬送人員がそれぞれ３，５９４件

（３５．９％）、３，２４７人（３４．８％）と最も多くなっています。 

                              （別図Ⅱ―７参照） 
 ６ 月別救急活動状況 

月別の出動件数は、１２月が９１１件（９．１％）、続いて１１月の９０

９件（９．１％）となっています。 

搬送人員は、１１月が８５５人（９．２％）で最も多く、続いて１２月の

８３７人（９．０％）となっています。 
（別図Ⅱ―８参照） 

 ７ 現場到着所要時間、収容所要時間 
平均現場到着所要時間は７分４３秒で前年より１３秒の延着、平均収容所

要時間は３６分３７秒で前年より２５秒延着しました。 
（別図Ⅱ―９、Ⅱ―１０参照） 

 ８ 応急手当実施状況   
心肺停止傷病者２８６人のうち、家族等により応急手当を受けた人は、１

５２人（５３％）でした。 
（別図Ⅱ―１１参照） 

 ９ 高度救命処置状況 
心肺停止傷病者２８６人のうち救急救命士による高度救命処置を２０６

人に行い、そのうち２６人に回復が見られました。 
   （別図Ⅱ―１２、Ⅱ－１３参照） 
 10 救急講習件数の推移 

救急講習には、毎年約１０，０００人の方が受講され、圏域住民の応急手

当に対する意識の高さがうかがえます。 

                （別図Ⅱ―１４、Ⅱ―１５、別表Ⅱ―１参照） 

11 市町村別救急活動の推移 

                          （別表Ⅱ―２参照） 
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事故種別 火災 自然 水難 交通
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災害

運動
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加害
自損
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転院
搬送

その
他

計

出動件数 82 3 17 837 78 76 1,354 36 105 6,147 1,224 59 10,018
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労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

搬送人員 15 2 5 847 79 76 1,275 29 70 5,731 1,211 0 9,340

別図Ⅱ-２　事故種別救急搬送状況

火災
0.2% 自然

0.04%

水難
0.04%

交通
9.1% 労働

災害
0.8%

運動
競技
0.8%

一般
負傷
13.7%

加害
0.3%

自損
行為
0.7%

急病
61.4%

転院
搬送
13.0%

その他
0.06%

別図Ⅱ-１　事故種別救急出動状況
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別図Ⅱ-３　過去５年間の救急推移
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程　　度 死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他 合　計

搬送人員 188 1,161 4,491 3,487 13 9,340

新生児 乳幼児 少 年 成 人 高齢者 合 計

搬送人員 47 363 328 2,980 5,622 9,340

別図Ⅱ-５　傷病程度別搬送状況
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別図Ⅱ-６　年齢別搬送状況
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別図Ⅱ-７　署所別救急活動状況
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別図Ⅱ-８　月別救急活動状況
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別図Ⅱ-９　現場到着所要時間

別図Ⅱ-１０　収容所要時間
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別図Ⅱ-１１ 応急手当実施状況
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別図Ⅱ－１２
高度救命処置状況
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平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年

0 0 0 3 0

15 0 1 0 0

応急手当指導員

応急手当普及員

別表Ⅱ－１　応急手当指導員・普及員の養成

別図Ⅱ－１４　過去５年間の救急講習件数推移
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Ⅲ 救助概況 
（平成２５年１月～１２月） 

１  事故種別救助出動状況 

救助出動件数は１５３件あり、そのうち交通事故が６８件（４４．４％）、その他の事故

が４１件（２６．８％）火災が２５件（１６．３％）、水難事故が９件（５．９％）、建物等によ

る事故が７件（４．６％）、機械による事故が３件（２．０％）等の順となっています。なお、

風水害等自然災害での救助出動はありませんでした。 

                                     （別図Ⅲ―１参照） 

２  事故種別救助活動状況 

救助活動件数は９１件あり、そのうち交通事故が３４件（３７．４％）、火災が２５件（２

７．５％）、その他の事故が２３件（２５．２％）、水難事故が４件（４．４％）、建物等によ

る事故４件（４．４％）、機械による事故１件（１．１％）等の順となっています。 

                                          （別図Ⅲ―２参照） 

３  事故種別救助人員状況 

   救助活動により救助された人員は６５人あり、そのうち交通事故が３５人（５３．８％）

と最も多く、次いでその他の事故が２３人（３５．４％）、建物等による事故４人（６．

２％）、水難事故が２人（３．１％）、機械による事故が１人（１．５％）等となっています。 

                                          （別図Ⅲ―３参照）         

４  管轄別救助活動状況 

     消防署の管轄別に出動件数を見ると、米子消防署が７７件（５０．３％）と最も多く、

次いで大山消防署が３１件（２０．３％）、境港消防署が２４件（１５．７％）、江府消防

署が２１件（１３．７％）の順となっています。 

（別図Ⅲ―４参照） 

５  市町村別救助活動状況 

   市町村別に救助活動状況を比較して見ると、出動件数、活動件数、救助人員とも

に、米子市が最も多く出動件数５７件（３７．３％）、次いで大山町が３０件（１９．６％）、

境港市が１６件（１０．５％）、伯耆町が１１件（７．２％）等の順となっており、他米子道、

山陰道へも出動しています。 

（別図Ⅲ―５参照） 

６  月別救助活動状況 

    月別の救助出動件数を見ると、１１月が１８件（１１．８％）と最も多く、次いで３月・６

月が１７件（１１．１％）、９月が１５件（９．８％）等の順となっています。 

（別図Ⅲ―６参照） 
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事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

出場件数 25 9 68 0 3 7 0 0 41 153

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

活動件数 25 4 34 0 1 4 0 0 23 91

火災 

27.5% 

水難 

4.4% 
交通 

37.4% 

風水害 

0.0% 

機械 

1.1% 

建物 

4.4% 

ガス 

0.0% 

破裂 

0.0% 

その他 

29.7% 

別図Ⅲ-２ 事故種別救助活動状況 
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0.0% 

その他 
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別図Ⅲ-１ 事故種別救助出動状況 
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事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

救助人員 0 2 35 0 1 4 0 0 23 65

米子消防署
境港消防署
大山消防署
江府消防署
合計

米子消防署 境港消防署 大山消防署 江府消防署 

出動件数 77 24 31 21

活動件数 54 16 9 12

救助人員 37 7 10 11
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別図Ⅲ-４ 管轄別救助活動状況 
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別図Ⅲ-３ 事故種別救助人員状況 
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別図Ⅲ-５　市町村別救助活動状況
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別図Ⅲ-６　月別救助活動状況
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Ⅳ １１９番着信概況       （平成２５年１月～１２月）  

１ 着信件数の概況 
   平成２５年中の１１９番通報は、総着信件数１３，８６２件で昨年に比べ

５０４件（３．６％増）多くなっています。１ヶ月平均にすると約１，１５

５件、１日平均では約３８件の着信となります。通報種別としては、救急が

最も多く９，７０８件（７０．０%）でした。火災は２１７件（１．６%）、

救助７２件（０．５％）、警戒１２９件（０．９%）、間違い８１７件(５．

１%)、通報訓練等１，６６９件（１２．０%）、病院などに関する問い合わ

せ等１，１２４件（８．１%）となっており、悪戯と思われるものが１２６

件（１．２%）でした。     （別表Ⅳ－１参照） 
 

 ２ 月別の１１９番着信状況 
月別で着信件数の最も多かったのは１２月の１，２４７件、最も少なかっ

たのは４月の１，０１９件でした。救急通報で最も多かったのは１２月の８

８４件、最も少なかったのは６月の７１９件で、月平均約８０９件でした。

火災通報で最も多かったのは３月の５０件、最も少なかったのは１月の３件

で、月平均約１８件でした。       （別表Ⅳ－２参照） 
 

３ 電話種別による１１９番着信状況 

電話種別ごとに着信件数を見ますと、固定電話５，９９９件で４３１件

の減、ＩＰ電話３，２５２件で３２８件増、携帯電話４，６１１件で６０

７件の増加でした固定電話からの通報の減少、ＩＰ電話、携帯電話からの

通報の増加傾向は近年継続して見られる傾向です。 

災害別に電話種別による通報状況をみると、火災、救助、警戒など衆人

に発見されやすいものについては携帯電話での通報比率が約６０％と高く、

救急など屋内での発生が多いものについては固定電話とＩＰ電話での通報

比率が約７０％と高くなっています。   （別表Ⅳ－３、Ⅳ－４参照） 

 

 ４ 携帯電話からの着信状況 

携帯電話からの１１９番通報は４，６１１件で、全着信件数の約３３％

でした。また、携帯電話からの問合せ、間違いなどの通報が多くみられます。 

隣県などの管轄地区以外からの携帯電話による通報を、他の消防機関へ

転送処理した件数は４２件で、逆に他の消防機関から転送受信した件数は３

３件ありました。             （別表Ⅳ－５、Ⅳ－６参照） 

 

 ５ 時間帯別１１９番通報の着信状況 

   時間帯別に１１９番通報の着信比率を見ると、一般的な活動時間帯(午前

８時～午後９時台)では全体の約７９％で、睡眠時間帯（午後１０時～午前

７時台）では約２１％でした。           （別図Ⅳ－７参照） 
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別表Ⅳ－１　　１１９番着信件数

火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計

平成21年 193 8,126 62 102 1,110 766 139 1,311 11,809

平成22年 159 8,663 54 102 1,206 769 107 1,662 12,722

平成23年 300 9,435 57 116 1,301 693 162 1,651 13,715

平成24年 199 9,564 74 89 1,000 616 120 1,696 13,358

平成25年 217 9,708 72 129 1,124 817 126 1,669 13,862

別表Ⅳ－２　　月別１１９番着信状況

火災 救急 救助 警戒等 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計

１月 3 871 5 2 103 48 8 75 1,115

２月 43 766 5 8 96 48 7 107 1,080

３月 50 826 5 8 94 63 11 189 1,246

４月 14 751 4 7 67 59 7 110 1,019

５月 23 772 1 13 85 54 9 166 1,123

６月 20 719 5 7 80 57 9 150 1,047

７月 11 831 4 21 123 119 12 100 1,221

８月 6 825 11 12 122 94 12 82 1,164

９月 10 776 6 11 98 72 24 134 1,131

１０月 13 825 14 13 81 72 9 209 1,236

１１月 10 862 9 11 84 57 4 196 1,233

１２月 14 884 3 16 91 74 14 151 1,247

合計 217 9,708 72 129 1,124 817 126 1,669 13,862

月平均 18.1 809.0 6.0 10.8 93.7 68.1 10.5 139.1 1,155.2

火災 1.6%

救急 70.0%
救助 0.5%

警戒 0.9%

問合せ
8.1%

間違い
5.1%

悪戯 1.2%
訓練等
12.0%
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別表Ⅳ－３　　電話種別による１１９番着信件数の推移

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

固定電話 7,091 6,967 7,001 6,430 5,999

携帯電話 3,181 3,708 4,157 4,004 4,611

IP電話 1,537 2,047 2,557 2,924 3,252

合計 11,809 12,722 13,715 13,358 13,862

別表Ⅳ－４　　電話種別による通報状況

火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計

固定電話 42 4,201 8 34 273 171 25 1,245 5,999

携帯電話 135 2,877 52 80 622 548 89 208 4,611

IP電話 40 2,630 12 15 229 98 12 216 3,252

合計 217 9,708 72 129 1,124 817 126 1,669 13,862
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別表Ⅳ－５  携帯電話からの着信状況 

西部消防局管内の災害などの着信件数 

直接通報を受けた 

件数 

他の消防機関から

転送受信した件数
総着信件数 

他の消防機関に転

送をした件数 

4,578 33 4,611 42 

 

別表Ⅳ－６   携帯電話の消防機関別転送状況 

消防 火災 救急 その他 合計 消防 火災 救急 その他 合計

松　江 8 4 12 松　江 29 1 30

安　来 5 4 9 安　来 1 11 12

雲　南 雲　南

東　部 1 1 東　部

中　部 1 7 2 10 中　部

新　見 新　見

美作地区 1 美作地区

備　北 備　北

合　計 1 21 11 33 合　計 1 40 1 42

他の消防機関から転送を受信した件数 他の消防機関に転送した件数

 

 

 

別図Ⅳ―１ 時間帯別着信状況 
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郵便番号

683-0853

683-0055

683-0003

683-0321

689-4201

684-0041

683-0101

689-3331

689-3136

689-4411

689-5211

火災・・・・・・・・・・・ 予防課予防係　 　　　０８５９－３５－１９５４

　 〒683－0853 米子市両三柳５４５２番地
救急救助・・・・・・・ 警防課救急救助係　 ０８５９－３５－１９５９

　 鳥取県西部広域行政管理組合消防局
１１９番着信状況・・指令課指令係　　　　 ０８５９－３５－１９６０

　 TEL  ０８５９－３５－１９５１（代）

※本概況に関するお問い合わせは下記にお願いします。

　 平成２６年２月発行

江府消防署    日野郡江府町武庫１３９０番地３    ０８５９－７７－２００１

江府消防署生山出張所    日野郡日南町生山３４９番地１       ０８５９－７７－１００１

大山消防署    西伯郡大山町末吉４０３番地２       ０８５９－３９－５００２

大山消防署中山出張所    西伯郡大山町長野８８０番地３     ０８５８－４９－３００１

境港消防署    境港市中野町２１１６番地            ０８５９－４７－０１１９

境港消防署弓浜出張所    米子市大篠津町２９１３番地１      ０８５９－４８－２００５

米子消防署南部出張所    西伯郡南部町清水川３番地１         ０８５９－３９－６００３

米子消防署伯耆出張所    西伯郡伯耆町溝口２０番地４         ０８５９－３９－９００１

米子消防署    米子市冨士見町一丁目１０３番地１    ０８５９－３９－０２５１

米子消防署皆生出張所    米子市皆生五丁目８番５号             ０８５９－３９－０２５３

消  防  局    米子市両三柳５４５２番地       ０８５９－３５－１９５１

火災情報テレホンガイド　　０８５９－２２－０１１９

防火・救急に関するご相談・お問い合わせ

お気軽に最寄りの消防署へどうぞ

名      称   所      在      地  電  話  番  号 

消すまでは
　　　　心の警報
　　　　　　　ONのまま

　平成２５年度全国統一防火標語
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